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佐
賀
藩
家
臣
団
の
構
造
∞

黒

田

安

雄
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次

は
じ
め
に

着
到
帳
と
上
級
家
臣
団
の
構
成
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
三
号
掲
載
）

二
軍
役
と
軍
事
力
構
成

山
統
一
政
権
の
成
立
と
鍋
島
氏
直
属
家
臣
団
の
形
成
過
程

間
寛
永
・
明
暦
期
の
家
臣
団
編
成
（
以
上
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
掲
載
）

間
軍
役
規
定
の
推
移
と
そ
の
背
景

凶
与
の
内
部
構
成
と
軍
役
負
担
（
以
上
、
本
号
）

三
家
臣
団
構
成
の
特
質

む
す
び
に
か
え
て

(3) 

軍
役
規
定
の
推
移
と
そ
の
背
景

周
知
の
よ
う
に
、
幕
府
は
元
和
元
年
四
月
、
五

O
O石
以
上
一
万
石
ま
で
の
直
属
家
臣
固
に
対
し
て
軍
役
規
定
を
定
め
る
と
と
も
に
、

寛
永
十
年
二
月
に
は
一
万
石
以
上
の
諸
大
名
に
対
し
て
も
そ
れ
を
定
め
た
。
そ
し
て
鹿
安
二
年
十
月
に
は
さ
ら
に
そ
れ
を
改
訂
増
補
し
て

い
っ
そ
う
体
系
化
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
軍
役
規
定
は
諸
大
名
を
も
規
制
し
、
諸
大
名
の
徳
川
「
家
中
」
軍
役
へ
の
包
摂
を
制
度
化
す
る
意

佐
賀
滞
家
阻
団
の
構
造
問
（
黒
田
）

五
九



佐
賀
務
家
間
聞
の
構
造
同
〈
黒
閃
〉

義
務
」
も
つ
も
の
で
あ
っ
日
r

そ
こ
で
こ
乙
で
は
、
幕
府
の
軍
役
規
定
に
対
し
佐
賀
藩
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
佐
賀
藩
初
期
の
家

ノ＼。

中
軍
役
規
定
の
推
移
と
そ
の
背
景
を
窺
う
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
佐
賀
落
は
元
和
四
年
正
月
の
「
定
置
条
々
」
に
お
い
て
、

「
此
中
如
相
定
、
物
成
千
石
－
一
付
、
昇
仁
本
・
鉄
地
拾
挺
・
鎚
拾
本

．
「
馬
来
者
物
成
五
十
石
よ
り
上
之
者
た
る
へ
き
事
」
と
い
う
軍
役
規
定
を
惣
家
中
に
示
達
し
た
の
に
つ
づ
い
て
、
元
和
七

・
弓
拾
張
」

年
十
月
に
は
「
惣
役
目
」
を
公
布
し
藩
軍
役
体
系
の
制
度
化
を
企
図
し
た
。
物
成
一

O
O石
、
す
な
わ
ち
知
行
二

O
O石
を
役
目
高
の
基

準

と

し

、

ま

た

役

目

の

道

具

は

欽

飽

一

挺

・

鎚

一

本

・

弓

一

張

と

定

め

た

の

で

あ

る

（

第

二

章

知
行
ニ

O
O石
に
つ
き
軍
役
人
数
六
人
、

第
一
郎
参
照
一
。
そ
れ
を
元
和
一
五
年
四
月
に
幕
府
が
定
め
た
知
行
二
、

0
0
0石
に
つ
き
鉄
焔
三
挺
・
鎚
一

O
本
・
弓
二
張
と
い
う
規
定
に

比
較
す
る
と
、
佐
賀
躍
の
そ
れ
は
鉄
砲
で
は
二
、
三
倍
・
弓
で
は
五
倍
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
元
和
七
年

十
月
の
「
惣
役
目
」
の
制
定
が
同
時
に
実
施
さ
れ
た
軍
制
改
革
に
深
く
関
連
す
る
措
置
で
あ
っ
た
乙
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
れ
よ
り
さ
き
慶
長
十
二
年
、
隆
信
政
家

l
高
房
と
続
い
た
竜
造
寺
氏
の
家
督
を
相
続
し
名
実
と
も
に
佐
賀
藩
主
と
な

っ
た
鍋
島
勝
茂
は
、
徳
川
幕
府
の
諸
大
名
に
対
す
る
箪
役
で
あ
る
一
迎
の
公
儀
普
請
役
の
遂
行
か
ら
必
然
化
さ
れ
た
藩
財
政
の
窮
之
を
打

開
す
る
た
め
、
ま
ず
慶
長
十
五
年
に
は
家
臣
固
に
対
し
三
部
上
地
（
知
行
地
の
三
O
M召
上
）

と
反
米
返
上
の
名
儀
で
一

O
O石
に
つ
き
七

O
石
の
出
米
を
命
じ
た
が
、
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
佐
賀
藩
の
借
銀
は
元
和
六
年
に
は
二
、
六
O
O貫
に
も
達
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
乙

ωた
め
翌
元
利
七
年
八
月
、
当
時
藩
政
運
営
の
衝
に
あ
っ
た
多
久
安
順
・
諌
早
直
孝
・
武
雄
茂
綱
・
須
古
信
明
の
竜
造
寺
一
門

四
家
は
、
「
水
江
事
略
」
に
「
太
守
命
使
国
中
之
諸
士
山
山
反
銭
・
反
米
時
、
安
順
与
三
家
家
老
中
談
日
、
今
於
相
掛
反
銭
等
、
国
家
衰
微
而

諸
士
失
勇
気
乎
、
不
如
両
三
年
間
、
自
我
等
四
人
為
山
山
地
救
国
中
之
士
也
、
於
是
、
多
久
・
諌
早
・
武
雄
・
須
古
田
家
、
各
出
三
分
地
、

爾
来
’
な
不
回
而
、
永
為
公
旧
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
慶
長
十
五
年
に
引
続
き
再
び
三
部
上
地
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果

屯
造
L
V
一
川
山
家

ω知
行
地
は
半
減
し
、
「
四
門
家
之
御
親
類
、
在
佐
嘉
御
家
老
職
を
兼
侠
は
慶
長
十
三
年
之
事
也
、
元
和
七
年
十
月
諸
組

御
改
革
、
御
親
類
之
大
物
頭
相
止
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
必
然
的
に
そ
の
軍
事
力
も
一
挙
に
激
減
す
る
に
至
っ
た
。



元
和
七
年
十
月
の
軍
役
規
定
、
す
な
わ
ち
「
惣
役
目
」
の
制
定
は
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
三
部
上
地
に
よ
っ
て
拡
大
し
た
蔵
入

地
を
基
礎
に
鍋
島
氏
一
円
と
そ
の
直
臣
団
を
創
出
・
増
強
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
鍋
島
氏
を
頂
点
と
す
る
支
配
体
制
の
強
化
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
り
、

そ

ω端
緒
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、

と
の
こ
と
は
慶
長
十
四
年
弟
忠
茂
に
定
米
一
万
石
を
与
え
て
鹿
島
鍋
島
家
を
、

ま
た
元
利
三
年
に
庶
長
子
一
戸
茂
に
直
茂
の
隠
居
分
定
米
一
万
O
、
三
六
三
石
三
斗
と
そ
の
傍
侍
八
三
名
を
与
え
て
小
城
鍋
島
家
を
創
設
し

（

aav 

「
惣
役
目
」

ω公
布
に
先
立
つ
元
和
七
年
八
月
、
元
政
に
対
し
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
党
」
を
示
達
し
て
い
る
乙
と
に
窺
う

た
鍋
島
勝
茂
が
、

こ
と
が
で
き
る
。

一
其
方
傍
知
行
割
弁
与
分
之
儀
、

右
衛
門
む
様
子
申
合
遺
伎
、

右
之
仕
分
之
儀
、

我
等
次
第
之
由
候
つ
れ
共
、
稽
古
之
た
め
ニ
も
候
問
、
其
元
－
一
て
仕
候
て
可
然
存
、
式
部
少
納
・
作

召
仕
候
者
共
一
切
不
存
椴
ニ
肝
要
ニ
候
、
助
左
衛
門
と
右
両
人
弁
此
方
，
S
遣
紋
算
用

仕
候
者
斗
ニ
被
申
問
尤
ニ
候
、
勝
屋
勘
右
衛
門
事
は
其
方
存
分
次
第
一
一
可
被
申
間
候
事

一
小
城
郡
山
内
一
職
、
談
合
之
上
を
以
、
其
方
知
行
ニ
相
定
候
事

付
、
小
城
郡
ニ
而
不
足
之
分
、
佐
保
川
島
・
山
代
一
職
ニ
て

一
其
元
ニ
て
如
談
合
、
御
山
川
U

引
川
之
制
升
人
数
な
ど
可
入
刻
、
蔵
入
出
家
中
間
前
－
一
光
線
可
為
半
役
事

一
自
然
之
時
も
人
数
半
分
可
差
上
候
問
、
其
心
得
ニ
て
仕
分
可
被
申
之
事

一
今
度
之
仕
分
、
大
形
新
地
ニ
仕
配
申
候
之
事

一
安
住
清
右
衛
門
・
徳
品
長
右
衛
門
・
野
添
安
右
衛
門
事
ハ
、
在
国
仕
候
様
ニ
可
被
申
付
候
、
但
口
上

一
芳
林
院
秘
被
召
仕
候
男
共
、
切
米
一
職
先
様
我
等
手
前
ぷ
可
被
申
付
事

一
山
内
之
儀
は
加
州
連
々
御
念
入
被
仰
た
る
様
子
共
候
つ
る
問
、
代
官
肝
要
ニ
存
候
、
自
然
之
時
茂
、
在
国
仕
候
者
之
槌
成
者
可
然
存

候
、
当
時
は
我
等
茂
無
技
量
候
問
、
童
市
談
合
可
申
之
事

右
の
う
ち
、
式
部
少
帆
と
は
元
和
四
年
以
来
勝
茂
の
命
で
直
参
の
身
分
の
ま
h

元
茂
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
鍋
島
式
部
少
輔
貞
村
、
ま
た

佐
賀
藩
家
臣
聞
の
構
造
臼
（
黒
田
）

.J_」

ノ、



佐
賀
藩
家
臣
団
の
構
造
国
〈
黒
田
）

_._ 
J、

助
左
衛
門
は
同
じ
く
小
城
家
中
と
さ
れ
て
い
た
持
永
助
左
衛
門
茂
成
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
党
」
は
勝
茂
が
元
茂
に
対
し
小
城
領
分
の
仕

置
と
家
中
差
配
を
彼
等
と
談
合
し
て
行
う
べ
き
こ
と
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
乙
の
と
き
小
城
の
家
臣
団
は
四
与
に
編
成

さ
れ
て
、
「
右
四
与
頭
ハ
、
知
行
高
之
高
下
ニ
無
御
構
、
其
人
の
器
量
を
以
小
身
た
り
共
、
侍
・
歩
行
・
弓
鉄
抱
之
者
を
五
拾
人
三
拾
人

被
相
預
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
充
実
と
組
織
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
の
よ
う
に
、
元
和
七
年
十
月
の
「
惣
役
目
」
は
幕
府
の
一
五
和
軍
役
令
に
対
処
し
つ
つ
鍋
島
勝
茂
が
家
臣
団
統
制
の
強
化
を
期
し
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
の
後
役
目
高
の
表
示
は
幕
藩
制
下
の
石
高
制
原
則
に
対
応
し
て
物
成
高
か
ら
知
行
高
に
改
訂
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
覚
、
氷
五
年
十
一
月
朔
日
の
「
惣
役
町

γ佐
示
せ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

一
品
館
、
在
江
戸
ニ
付
而
、
可
為
無
役
事

一
（
刷
協
帯
、
江
戸
相
詰
候
付
而
、
無
役
ニ
申
付
候

但
、
出
陣
之
時
は
半
役
ニ
相
定
候
事

一
磁
楚
儀
も
、
可
為
右
同
前
事

一
弐
百
石
ニ
付
而
、
軍
役
六
人
ニ
定
置
候
事

一
弐
百
石
ニ
付
而
、
役
目
道
具
、
鉄
勉
壱
挺
・
弓
壱
張
・
鑓
壱
本
宛
、
可
召
連
事

但
、
六
百
石
よ
り
内
ハ
、
弓
之
代
ニ
鉄
地
持
す
へ
き
事

一
役
目
ニ
可
差
出
は
、
何
も
誘
弓
ニ
可
仕
事

一
惣
家
中
一
備
ニ
、
昇
拾
本
宛
可
然
事

但
、
誘
ハ
お
り
か
け
ニ
筋
か
ひ
、
白
ミ
を
上
ニ
目
し
る
し
な
し
そ
相
定
候
事

一
同
番
さ
し
二
本
、
は
せ
ほ
長
さ
四
尺
五
寸
、
色
乙
ひ
浅
黄
、
紋
ハ
一
備
宛
、
と
の
ミ
／
＼
た
る
へ
き
事

一
同
鉄
抱
さ
し
二
本
、
し
な
い
長
さ
三
尺
五
寸
、
色
乙
い
浅
黄
、
紋
ハ
一
与
好
々
／
＼



一
同
日
之
者
ハ
、
差
物
な
し

一
同
弓
之
者
ニ
ハ
、
具
足
・
ゆ
こ
て
・
股
引
計
可
着
手

一
同
欽
胞
之
者
ニ
ハ
、
具
足
・
巾
・
ゆ
こ
て
・
股
引
可
若
手

右
五
ケ
条
は
弐
千
石
よ
り
上
之
役
目
也

一
道
行
之
時
、
弓
・
鉄
抱
・
鑓
井
手
明
之
者
、

但
、
四
百
石
よ
り
上
之
役
目
也

一
役
目
制
約
之
事
、
柄
鞘
共
ニ
長
さ
弐
間
三
尺
、
鞘
右
尺
ニ
〆
、
応
毛
鵬
の
く
ひ
店
尺
五
寸
ニ
可
仕
事

一
小
辺
円
以
之
鎚
数
之
事
、
知
行
相
当
／
＼
ニ
十
本
を
上
ニ
〆
、
四
五
木
之
問
た
る
へ
く
候
、
千
石
よ
り
内
之
者
ハ
三
本
を
上
ニ
メ
、

二
本
之
問
ニ
相
定
候
、
其
外
ハ
皆
具
之
鎚
た
る
へ
し

一
様
ニ
道
服
き
せ
可
申
事

一
知
行
弐
千
石
よ
り
上
、
小
道
具
之
弓
・
鉄
抱
・
鎚
は
役
目
之
外
ニ
相
定
航
、
弐
千
石
よ
り
内
は
、
右
之
小
道
具
、
役
目
之
内
ニ
可
仕

付
、
小
道
具
之
弓
・
鉄
地
数
之
儀
は
、
我
々
勝
手
た
る
へ
し

一
又
山
本
中
川
釆
之
儀
、
六
百
石
ニ
右
足
宛
之
役
目
た
る
へ
き
事

一
欽
胞
袋
之
事
、
持
筒
は
狸
々
皮
た
る
へ
し
、
此
外
役
目
鉄
抱
ニ
混
々
皮
袋
之
儀
、
我
々
心
次
第
ニ
可
仕
事

一
役

U
欽
胞
也
挺
ニ
、
玉
楽
三
十
日
放
宛
た
る
へ
き
事

但
、
是
ハ
遠
路
ニ
而
之
定

一
役
目
リ
也
民
ニ
、
矢
拾
五
木
宛
た
る
へ
き
事

右
｜司

一
百
弐
拾
石
よ
り
上
之
者
ハ
、
不
断
馬
を
可
立
飼

佐
賀
滞
山
本
恒
団
の
構
造
問
（
黒
問
）

_L  

ノ、



佐
賀
藩
家
臣
団
の
構
造
国
（
黒
田
）

J、
四

二
ハ
千
石
よ
り
早
船
一
般
、
千
石
よ
り
上
ハ
航
六
千
石
組
ニ
候
而
、
早
船
一
般
可
調
置
事

但
、
船
可
入
魁
ハ
、
航
中
之
刷
子
ニ
て
可
差
上
候
、
扶
持
方
ハ
蔵
入
よ
り
と
ら
す
へ
き
事

右
之
燦
々
、
無
相
違
様
ニ
、
堅
可
被
申
付
者
也

寛
永
五
年
霜
月
期
日

信

濃

守

判

多
久
長
門
守
殿

諌
早
石
見
守
殿

武
雄
主
殿
助
殿

右
の
諸
規
定
は
条
項
・
字
句
の
修
正
は
あ
っ
て
も
内
容
的
に
は
元
和
七
年
十
月
の
「
惣
役
目
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
た
だ
役
目
高
の

表
示
が
物
成
高
か
ら
幕
務
制
下
の
八
位
称
石
高
で
あ
る
知
行
高
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
乙
の
と
き
の
役
目
高
表

示
の
物
成
高
か
ら
知
行
高
へ
の
改
訂
は
、
右
の
「
惣
役
目
」
と
同
時
に
佐
賀
藩
の
基
本
法
令
と
も
い
う
べ
き
「
壁
書
」

（
九
カ
条
）
・
「
法

度
L_  

（
一
二
カ
条
）

「
法
度
過
怠
之
条
々
」

（
＝
一
力
条
）
・
「
定
置
条
々
」

（三

O
カ
条
）
等
が
制
定
さ
れ
た
乙
と
と
軌
を
一
に
し
た
措

置
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
鍋
島
氏
が
公
儀
権
力
に
対
応
し
つ
つ
自
ら
を
幕
藩
軍
役
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
鍋
島
氏
を
頂
点
と

す
る
家
中
支
配
を
体
制
的
に
確
立
し
た
こ
と
を
法
令
に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

事
実
、
こ
う
し
て
右
の
「
惣
役
目
」
は
そ
の
後
島
原
の
乱
後
の
寛
永
十
六
年
六
月
、
島
原
で
の
戦
闘
体
験
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
い
っ
そ

う
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
よ
り
さ
き
寛
永
十
二
年
六
月
、
鍋
島
勝
茂
は
「
惣
仕
置
」
を
制
定
し
て
多
久
設
作
守
茂
辰
を

国
元
諸
事
支
配
に
任
じ
、
藩
財
政
の
再
建
に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
ま
ず
着
手
さ
れ
た
の
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
家
中
知
行

の
半
分
引
分
け
に
よ
る
借
銀
返
済
政
策
で
あ
っ
成
。

一
御
家
中
知
行
半
分
引
分
組
頭
江
渡
置
、
借
銀
返
弁
仕
皆
済
次
第
、
本
主
江
返
し
可
渡
事

一
右
知
行
、
本
主
請
取
候
而
も
、
居
形
は
半
分
之
す
き
わ
ひ
ニ
可
仕
事



一
軍
役
・
公
儀
御
普
請
は
諸
役
ニ
仕
、
其
外
之
儀
ハ
半
役
可
被
仰
付
倣

但
、
分
過
ニ
被
召
仕
候
ハ
て
不
叶
義
侠
ハ
＼
其
造
作
料
、
直
よ
り
可
被
仰
付
事

一
縦
如
何
林
之
儀
た
り
共
、
半
分
之
知
行
物
成
相
当
ニ
相
調
、
不
足
ニ
侠
と
て
借
銀
仕
候
儀
、
山
事
ニ
可
被
仰
付
候
、
若
借
銀
仕
候
ハ

て
不
相
叶
義
候
ハ
ヘ
其
断
美
作
守
迄
申
届
、
御
直
之
御
切
手
ニ
て
借
用
可
仕
事

一
御
領
中
借
銀
之
儀
、
跡
先
共
ニ
利
足
一
割
之
可
為
算
用
事

一
馬
は
五
調
を
本
ニ
、
馬
道
具
ニ
一
両
直
成
物
、
可
為
停
止
事

一
借
銀
為
返
弁
、
本
地
物
成
之
内
半
分
差
分
、
相
残
六
拾
石
迄
ハ
不
断
応
を
立
飼
可
申
候
、
六
拾
石
よ
り
内
之
者
、
馬
を
立
飼
候
儀
、

造
作
侠
之
線
、
馬
代
を
銀
ニ
而
可
致
覚
悟
事

改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
右
の
拍
置
は
、
寛
永
十
年
多
久
美
作
守
茂
辰
が
祖
父
の
長
門
守
安
順
に
具
申
し
た
落
財
政
再
建
策
の
一
つ
、

す
な
わ
ち
』
家
中
の
借
銀
の
返
済
の
た
め
に
反
銀
を
賦
課
す
る
こ
と
を
止
め
て
「
与
頭
手
柄
以
、
存
し
寄
候
様
」
に
し
、
借
銀
過
分
の
者
に

つ
い
て
は
与
頭
が
「
其
知
行
を
預
り
命
献
斗
り
当
介
、
其
余
ニ
而
年
々
相
払
、
皆
済
之
瑚
其
主
江
差
返
」
す
こ
と
、
ま
た
蔵
入
方

ω借
銀

に
つ
い
て
は
そ
の
年
々

ω物
成

ω員
数
次
第
に
返
済
し
残
り
は
別
借
銀
に
据
替
え
る
と
い
う
提
案
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
家
中
全
部
が
知

行
の
半
分
を
差
分
け
て
与
頭
に
到
け
皆
済
次
第
本
主
へ
返
還
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
家
中
の
財
政
を
与
頭
の
責
任
に
お

い
て
再
建
さ
せ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
藩
財
政
の
抜
本
的
な
再
建
を
期
し
た
こ
の
知
行
半
分
引
分
の
強
制
策
も
寛
永
十
二
年
の
風
水
害
、
さ
ら

に
は
翌
十
三
年
の
江
戸
城
普
請
に
よ
っ
て
家
中
財
政
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
た
め
に
た
ち
ま
ち
瓦
解
し
た
。
し
か
も
同
十
四
年
十
月
に

は
島
原
の
乱
が
勃
発
し
、
こ
れ
に
佐
賀
線
は
最
大
限
の
兵
力
を
動
員
し
た
結
果
、
家
中
に
多
数
の
手
負
・
死
人
が
生
じ
た
の
み
な
ら
ず
蔵

方
・
家
中
と
も
に
財
政
逼
迫
は
さ
ら
に
一
段
と
深
刻
化
し
た
の
で
あ
る
。

寛
永
十
六
年
六
月
の
軍
役
令
は
、

品
原
の
乱
後
の
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
制
定
さ
れ
、

〈

叩

）

「
御
条
目
」
の
末
尾
に

「
如
右
相
定
侠

条
、
漸
々
目
不
立
様
相
誘
、
自
然
之
刻
懸
合
ニ
相
成
候
様
可
被
申
付
位
、
此
役
目
道
具
之
儀
定
置
候
へ
共
、
今
度
有
馬
指
出
候
武
具
多
分

佐
賀
藩
家
臣
団
の
構
造
臼
（
黒
田
）

六
五



佐
白
川
附
氷
山
聞
の
構
造
国
（
黒

m）
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相
述
候
つ
る
義
、
不
可
然
存
候
、
此
後
、
若
右
之
定
ニ
少
も
違
候
は
、
其
役
目
之
武
具
可
取
上
候
条
、
得
其
意
、
人
認
を
入
堅
可
被
巾
付
者

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
島
原
の
乱
で
の
戦
闘
体
験
を
生
し
て
い
っ
そ
う
の
軍
事
体
制
の
桜
備
強
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
出
陣
之
刻
、
手
前
人
数
公
儀
如
御
役
儀
、
百
石
ニ
四
人
可
召
連
事

一
定
置
候
役
目
人
数
ニ
合
せ
兵
根
可
相
渡
事

（
鍋
島
元
茂
）
〔
鍋
島
高
澄
）
（
鍋
島
直
朝
）

一
紀
伊
守
・
甲
斐
守
・
刑
部
太
輔
江
戸
相
詰
候
－
一
付
無
役
ニ
申
付
候

但
、
山
山
山
川
之
時
は
可
為
半
役
事

（
村
田
氏
久
）

一
伊
平
太
在
江
戸
付
而
、
可
為
無
役
事

一
知
行
百
石
付
而
、
軍
役
五
人
ニ
相
定
候
事

一
同
弐
百
石
付
而
、
役
目
道
具
、
鉄
砲
一
挺
・
弓
一
張
・
鎚
一
本
之
事

一
同
百
石
ぷ
釆
均
す
べ
き
事

一
又
内
．
九
釆
之
儀
、
六
百
石
ニ
壱
疋
ツ
』
之
役
目
た
る
へ
き
事

付
、
千
石
以
上
ハ
又
馬
壱
疋
可
指
出
事

一
応
釆
之
主
従
、
百
石
迄
は
八
人
た
る
へ
き
事

一
知
行
弐
百
石
之
内
、
百
石
ぷ
上
ハ
主
従
十
人

一
同
弐
百
五
拾
石
井
ρ
上
ハ
、
百
石
付
而
五
人
役
た
る
へ
き
事

一
物
頭
ハ
少
身
た
り
ま
〈
、
主
従
十
三
人
を
下
ニ
し
て
可
召
連
事

付
、
鉄
胞
一
挺
・
弓
一
張
・
鎚
壱
本
可
指
出
事

一
昇
数
、
大
仙
ハ
十
五
本
・
小
術
ハ
十
本
た
る
へ
き
事

一
役
日
鉄
砲
、
一
職
三
刃
玉
た
る
へ
き
事
、
右
相
定
候
義
ハ
合
玉
の
た
め
、
又
役
目
玉
菜
三
百
放
之
外
、
俄
之
時
不
足
相
波
紋
附
之
た



め
一
役
目
弓
誘
、
長
サ
七
尺
五
寸
ニ
可
仕
事

但
、
長
サ
相
定
候
義
、
自
然
之
刻
替
弦
之
た
め
如
此
候
事

一
弓
之
者
ハ
さ
し
物
な
し

一
一
鉄
地
之
者
ニ
ハ
、
甲
・
具
足
・
道
服
・
弓
小
手
・
股
引
可
着
事

一
弓
之
者
ニ
ハ
、
具
足
・
道
服
・
弓
小
手
・
股
引
可
着
事

一
道
行
之
時
、
弓
・
鉄
砲
之
者
－
二
様
ニ
道
服
可
着
、
色
ハ
濃
浅
黄
・
紋
ハ
白
丸
・
大
サ
か
ね
の
さ
し
渡
し
一
尺
五
寸
た
る
へ
き
事

但
、
四
百
石
よ
り
上
之
役
目
也

一
役
目
鎚
之
義
、
柄
さ
や
共
長
サ
二
間
三
尺
、
さ
や
一
尺
ニ
メ
、
鳥
毛
う
の
く
ひ
一
尺
五
寸
、
黒
ぬ
り
可
仕
事

一
惣
番
さ
し
物
ハ
、
金
之
三
本
し
ゃ
う
ぷ
た
る
へ
き
事

一
左
ニ
黒
母
衣
十
ヲ
・
金
之
半
日
あ
し
の
さ
し
物
十
ヲ
、
右
ニ
あ
か
ね
綿
十
ヲ
・
金
の
半
日
あ
し
の
指
物
十
ヲ
之
事

一
鉄
抱
袋
の
事
、
持
筒
ハ
狸
々
緋
た
る
へ
し
、
此
外
、
役
目
鉄
砲
我
々
好
次
第

一
遠
路
之
附
ハ
、
鉄
焔
一
挺
ニ
玉
薬
三
百
放
宛
た
る
へ
き
事

一
役
目
弓
一
張
ニ
、
か
な
根
の
矢
三
拾
本
宛
た
る
へ
き
事

一
百
石
β
上
之
者
ハ
、
不
断
馬
を
可
立
テ
飼
事

口
門
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
右
の
寛
永
十
六
年
六
月
の
軍
役
令
で
は
そ
の
冒
頭
に
幕
府
軍
役
令
へ
の
道
守
を
謡
っ
た
一
一
ヵ
条
が
新
し
く
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
改
訂
軍
役
令
が
公
儀
軍
役
規
定
に
準
拠
し
て
い
る
ζ

と
を
佐
賀
藩
な
り
に
標
梼
す

る
た
め
名
目
的
に
制
定
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
措
置
の
背
景
に
は
島
原
の
乱
が
勃
発
す
る
や
「
馬
廻
之
儀
ハ
伯

者
守
・
訪
与
ハ
大
与
頭
、
親
類
中
ハ
其
頭
人
江
尤
兼
而
相
任
せ
召
置
た
る
儀
ニ
候
条
、
励
忠
節
候
者
ニ
は
知
行
・
銀
子
ニ
而
も
右
之
頭
々
被

佐
賀
涼
・
米
臣
聞
の
構
造
白
（
黒
田
）

六
七



佐
賀
法
家
臣
団
の
構
造
国
（
黒
田
）
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m次
第
袈
美
不
可
有
相
違
侠
」
と
最
大
限
の
兵
力
を
動
員
し
て
、
「
必
乗
取
可
申
と
見
懸
候
刻
は
、
縦
御
上
使
御
下
知
相
背
候
而
も
不
苦

候
条
、
其
心
得
尤
候
、
如
存
、
島
原
之
儀
、
最
前
よ
り
手
前
よ
り
為
申
上
儀
と
言
、
其
上
近
所
ニ
候
処
、
諸
手
城
を
乗
候
刻
、
若
二
番
ニ

成
候
而
ハ
外
閣
不
可
然
候
」
と
ま
で
し
て
原
城
攻
め
を
敢
行
し
た
藩
主
鍋
島
勝
茂
が
、
と
の
時
期
江
戸
表
で
抜
駈
の
軍
令
違
反
を
幕
閣
に

問
責
さ
れ
て
逼
築
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
配
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
否
む
し
ろ
、
こ
の
と
き
制
定
さ
れ
た
家
中
の
軍
役
は
寛
永
十
年
二

月
の
幕
府
規
定
よ
り
過
重
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
き
の
寛
永
五
年
十
一
月
の
「
惣
役
目
」
の
定
め
よ
り
い
っ
そ
う
厳
し
い
も

ω
で

そ
れ
ま
で
の
知
行
高
二

O
O石
に
つ
き
軍
役
人
数
六
人
は
こ
の
と
き
一

O
O石
に
つ
き
五
人
役
と
さ
れ
、
同
じ
く

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

知
行
一
二

O
石
以
上
の
乗
馬
も
一

O
O石
よ
り
の
乗
馬
と
改
め
ら
れ
、
下
級
家
臣
の
馬
乗
主
従
の
あ
り
方
は
知
行
高
に
相
応
し
た
形
で
明

文
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
も
、

そ
れ
ま
で
役
目
弓
一
張
に
一
五
本
で
あ
っ
た
矢
数
が
、

こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
諸
役
目
道
具
の
い
っ
そ
の
充
実
と
画
一
化
が
は
か
ら
れ
て
お
り
、
家
中
の
不
断
の
馬
立
飼
の
範
囲
も
知
行
一
二

乙
の
と
き
二
倍
の
三

O
本
宛
と
さ
れ
て
い
る

O
石
の
者
よ
り
一

O
O石
以
上
の
者
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
寛
永
十
六
年
の
町
役
規
定
は
、
い
ず
れ
も
島
原
の
乱
に
際
し
て
の
軍
勢
整
備
の
不
備
が
改
め
て
反
省
さ
れ
て
新
た
な
対
応

策
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
す
で
に
こ
の
と
き
「
家
中
之
者
す
り
切
、
先
様
難
相
続
者
ハ
、
今
度
知
行
切
米

ニ
よ
ら
ず
攻
上
ケ
別
人
ニ
と
ら
せ
召
仕
、
到
公
儀
如
睦
甲
胃
共
ニ
御
役
儀
可
相
調
外
無
之
候
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
右
の
軍
役
体
制

を
維
持
す
る
た
め
に
は
親
類
家
中
の
財
政
再
建
が
法
財
政
の
再
建
と
並
ん
で
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
た

つ
ぎ
の
寛
永
十
六
年
九
月
廿
八
日
付
の
多
久
美
作
守
茂
辰
と
諸
岡
彦
右
衛
門
茂
之
宛
勝
茂
党
誌
に
よ
っ

め
に
と
ら
れ
た
対
策
の
一
端
は
、

て
ー（具

此甲聖体
地斐量的
、守gl乙
相愛窺
談許う
之相こ
上詰と

候が
付で
市き

る

斗
、
甲
斐
守
江
と
ら
せ
伎
、

一
年
中
之
遣
方
相
究
候
得
は
、
過
分
之
儀
候
、
今
之
分
ニ
候
て
ハ
、
先
様
可
相
続
了
簡
無
之
付
而
、
於

知
行
ニ
て
引
分
相
渡
候
得
は
、
結
局
勝
手
ニ
相
成
候
故
、
蔵
入
家
中
共
－
一
、
知
行
三
万
五
千
六
百
廿
凹
石
二

当
年
之
儀
は
、

知
行
所
之
儀
ハ
来
年
我
等
下
紋
て
よ
り
可
巾
波
と
存
候
条
、

先
以
、

米
ニ
而
被
相
渡



候
、
然
は
、
右
知
行
之
内
米
壱
万
三
千
六
百
壱
石
六
斗
、

歳
入
井
切
米
収
之
分
ニ
て
候
条
、
当
暮
之
儀
ニ
ハ
、
赤
白
半
分
宛
差
渡
可

然
候

一
甲
斐
守
江
相
付
候
伴
斤
子
別
抗
之
者
、
其
外
弓
・
鉄
抱
・
昇
・
長
柄
鎚
之
者
、

別
紙
ニ
書
立
遺
候
条
銘
々
可
被
申
渡
、

甲
斐
守
側
、

其
元
ニ
而
之
為
顕
人
鍋
島
右
馬
允
儀
与
ニ
相
付
候
、
就
其
、
制
而
差
下
候
条
、
其
心
得
可
被
申
候

右
中
U
町
制
J

（
鍋
島
正
茂
）

一
，
刑
曹
命
、
藤
沖
知
行
佐
日
新
程
遠
候
付
而
、
万
事
間
合
迦
之
儀
は
有
之
儀
候
、
掠
又
、
長
崎
御
上
使
御
道
之
道
筋
井
孫
平
太
・
刑
部

ハ
島
原
田
乱
）

太
輔
儀
も
在
江
戸
仕
罷
在
儀
ニ
候
ヘ
ハ
、
去
年
有
馬
陣
な
と
の
様
な
る
刻
、
人
数
を
も
召
連
罷
出
候
者
無
之
、
家
中
之
者
も
高
う
か

h

ひ
候
て
罷
在
、
手
っ
か
へ
の
儀
、
先
椋
多
々
可
有
之
と
存
候
候
付
而
、
我
等
傍
之
者
よ
り
、
都
合
之
メ
リ
を
も
申
付
候
様
ニ
、
誰

ソ
一
人
召
問
、
刑
郎
氏
中
之
者
と
政
談
A
H
、
無
州
椋
ニ
相
制
悦
松
－
一
巾
付
候
儀
、
如
何
可
布
之
哉
と
孫
平
太
・
刑
部
大
帆
へ
相
談
巾

候
へ
ハ
、
内
々
巾
前
此
儀
快
処
ニ
、
一
段
幸
ニ
存
候
条
、
其
こ
と
く
ニ
可
申
付
山
、
乍
両
人
申
付
候
市
、
嬉
野
与
右
衛
門
儀
我
等
傍

（
鹿
島
〉

ニ
召
置
度
候
得
共
、
刑
部
太
輔
与
ニ
相
付
候
而
加
島
之
メ
リ
ニ
申
付
候
条
、
得
其
意
、
如
睦
甲
胃
共
ニ
無
迦
様
ニ
心
遣
仕
候
様
ニ
可

被
申
付
候
、
左
候
而
、
我
等
在
江
戸
之
内
ハ
恒
広
江
し
か
と
可
罷
在
候
、
我
等
帰
国
之
瑚
は
は
佐
嘉
江
相
詰
可
然
候
、
此
中
は
田
中

安
心
、
寓
之
気
遣
仕
佼
件
共
、
致
極
老
候
付
而
断
申
、

l
今
ハ
白
山
ニ
罷
在
侠
故
、
右
之
分
ニ
申
付
候
、
左
侠
得
は
、
納
富
権
兵
衛

・
板
部
正
兵
衛
・
同
村
栄
女
能
在
儀
抗
条
、
此
者
共
と
万
一
争
ニ
致
談
合
相
調
侠
椋
－
一
と
、
与
右
衛
門
ニ
も
直
ニ
以
状
申
遣
候
問
、
被

得
其
意
、
右
之
通
、
北
方
と
し
て
懇
ニ
可
被
申
渡
候
、
口
上
有

（
氏
久
）

一
村
回
伊
平
太
俄
在
江
戸
ニ
付
而
、
久
保
田
知
行
説
家
中
之
メ
、
よ
く
／
＼
立
入
申
付
候
ハ
て
は
相
調
問
敷
儀
候
、
其
上
、
去
年
有
馬

事
な
と
の
様
成
刷
、
副
無
之
家
中
之
者
高
う
か
h

ひ
候
て
龍
在
、
用
所
等
も
難
調
、
手
っ
か
へ
の
儀
と
も
可
有
之
と
存
候
、
伊
平
太

（
村
田
中
宮
良
〉

八
介
死
去
之
尚
も
、

事

我
等
子
同
前
之
儀
候
得
は
手
前
よ
り
気
遣
申
候
ハ
て
不
叶
儀
候
、

其
上
、

我
等
を
相
頼
由
被
申
置
候
付

雨
、
誰
そ
一
人
、
警
傍
よ
り
付
置
可
然
候
ハ
ん
哉
之
巾
、
本
野
久
右
衛
門
尉
・
立
野
左
馬
允
相
尋
候
処
、
此
己
前
（
器
開
よ
り
も

来
島
宗
餓
・
葉
次
郎
右
術
門
尉
被
付
限
侠
首
尾
も
候
之
問
、
此
中
申
度
存
候
得
共
打
絶
候
て
協
在
仮
処
、

一
段
幸
ニ
存
候
由
申
侠
付

佐
賀
滞
米
民
間
の
構
造
同
（
児
川
）

/'¥ 
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而
、
百
武
善
左
衛
門
尉
儀
我
等
傍
ニ
召
置
度
候
得
共
、
伊
兵
太
与
ニ
相
付
久
保
田
メ
リ
ニ
申
付
候
条
、
得
其
意
、
万
端
伊
平
太
家
中

申
合
、
如
陸
甲
由
同
共
ニ
無
迦
様
ニ
気
遣
仕
候
様
－
一
可
被
申
付
候
、
左
候
而
、
久
保
田
よ
り
佐
嘉
ハ
程
近
ク
候
之
問
、
懸
候
て
罷
在
使

様
ニ
可
然
侠
、
此
中
ハ
中
尾
宗
勺
罷
在
気
遺
為
仕
儀
候
、
子
今
ハ
宗
勺
子
次
兵
衛
尉
居
申
侠
条
、
用
所
等
も
作
事
善
左
衛
門
・
次
兵

衛
ニ
可
申
越
候
条
、
相
調
候
様
ニ
と
善
左
衛
門
尉
江
も
直
ニ
状
を
以
申
遣
候
条
、
是
又
其
方
と
し
て
懇
ニ
可
被
申
渡
候
、
口
上
有

（
関
左
近
允
V

一
左
近
江
憧
成
者
一
人
可
相
付
と
存
候
、
是
ハ
我
等
罷
下
候
て
よ
り
可
申
渡
候
、
内
々
其
心
得
尤
候

一
十
二
ヶ
月
惣
仕
廻
之
帳
、
相
改
書
直
候
て
今
度
遣
候
条
、
先
様
此
帳
面
之
こ
と
く
可
被
申
付
候
、
此
中
、
右
之
帳
面
ニ
銀
米
増
減
之

員
数
、
為
心
得
別
紙
書
立
遺
候

一
上
屋
敷
内
方
並
新
屋
敷
詰
之
者
、
切
米
加
勢
主
従
付
之
版
二
口
問
・
江
戸
詰
之
帳
一
品
・
切
米
帳
一
品
、
是
又
今
度
相
改
遺
候
条
、
得

其
意
、
先
様
無
相
違
様
ニ
可
被
申
付
事

一
先
日
も
如
申
遣
候
、
毎
年
之
諸
算
用
方
我
等
不
一
本
候
得
は
、
過
分
之
損
ニ
相
成
儀
共
多
々
有
之
儀
候
之
条
、
六
ケ
敷
事
ニ
ハ
候
得

共
、
先
様
ハ
我
等
直
ニ
承
可
相
究
候
条
、
其
心
得
候
而
諸
役
者
共
江
も
其
段
可
被
申
渡
候
、
寛
永
十
四
年
よ
り
己
来
之
算
用
子
今
不

相
済
儀
は
、
役
者
共
手
前
ニ
滞
儀
候
て
之
儀
た
る
へ
き
と
無
心
元
存
候
、
跡
々
算
用
不
相
済
候
得
は
、
打
重
り
候
て
又
延
引
申
儀
候

之
条
、
早
々
相
済
候
様
ニ
可
被
申
付
事
、
油
断
有
間
敷
事

（
成
富
直
弘
）

一
此
中
ニ
如
申
遺
候
、
山
城
・
左
近
手
前
弥
よ
し
め
候
て
、
先
様
可
相
続
覚
悟
肝
要
ニ
存
候
、
我
等
子
と
存
候
ハ
h

、
手
ふ
と
く
候
て

万
事
相
調
間
敷
と
存
候
、
我
等
手
前
何
と
も
難
続
林
ニ
侠
上
ハ
、
少
ニ
て
も
加
勢
な
と
仕
候
儀
不
相
成
事
候
条
、
よ
く
／
＼
其
心
得

候
様
ニ
、
折
々
被
申
聞
可
然
候

す
な
わ
ち
、
寛
永
十
六
年
九
月
、
鍋
島
勝
茂
は
そ
れ
ま
で
蔵
入
方
で
賄
っ
て
い
た
五
男
直
澄
の
江
戸
詰
の
費
用
を
知
行
に
切
換
え
、
新

た
に
知
行
三
万
五
、
六
二
四
石
二
斗
（
五
ツ
の
物
成
に
し
て
一
方
、
七
、
八
一
一
一
石
一
斗
）
を
与
え
て
蓮
池
鍋
島
家
を
創
設
し
、
家
中
の
侍
・

手
明
鑓
・
弓
鉄
地
昇
之
者
・
長
柄
鑓
か
ら
な
る
一
与
を
組
織
し
て
鍋
島
右
馬
允
を
そ
の
頭
人
に
、
ま
た
側
近
の
嬉
野
与
右
衛
門
と
百
武
善



左
衛
門
尉
を
そ
れ
ぞ
れ
直
参
の
身
分
の
ま
b

九
男
直
朝
が
養
子
と
さ
れ
て
い
た
腿
島
鍋
島
家
と
久
保
田
村
田
家
の
仕
置
・
家
中
差
配
に
差

遣
わ
す
と
と
も
に
、
蔵
入
方
の
諸
算
用
に
つ
い
て
も
種
々
対
策
を
講
じ
て
お
り
、
島
原
の
乱
を
契
機
に
親
類
家
中
の
財
政
再
建
と
軍
役
体

制
の
維
持
向
上
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
覚
書
に
左
近
と
あ
る
の
は
、
寛
永
一
五
年
九
月
関
将
監
清
長

の
跡
を
相
続
し
て
大
与
頭
と
さ
れ
て
い
た
勝
茂
の
十
一
男
直
長
、
ま
た
山
城
と
あ
る
の
は
成
富
兵
庫
助
茂
安
の
縫
子
と
さ
れ
、
そ
の
後
究

永
十
年
同
家
の
知
行
の
一
部
を
も
っ
て
一
家
を
創
設
し
た
勝
茂
の
八
男
直
弘
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
後
左
近
に
は
三
上
新
助
、
つ

い
で
鍋
島
玄
蕃
允
が
直
参
の
身
分
の
ま
ま
御
側
侍
と
し
て
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
直
弘
は
寛
永
十
九
年
に
家
中
の
侍
一
四
人
・
手

明
鑓
三

O
人
を
差
分
け
ら
れ
て
大
与
頭
「
馬
廻
一
職
存
」
、
す
な
わ
ち
馬
廻
り
の
大
与
頭
を
統
率
す
る
頭
人
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
島
原
の
乱
後
佐
賀
藩
で
は
親
類
家
中
の
財
政
再
建
が
本
格
化
し
、
家
臣
団
の
組
織
も
大
き
く
再
編
成
さ
れ
て
軍
役
制
の
い

っ
そ
う
の
整
備
が
め
ざ
さ
れ
た
が
、
他
方
寛
永
十
六
年
六
月
の
軍
役
規
定
は
そ
の
後
の
同
十
八
年
三
月
の
軍
役
令
に
踏
襲
さ
れ
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
そ
れ
は
慶
安
五
年
に
至
り
、
同
二
年
十
月
の
幕
府
軍
役
令
に
対
応
し
て
役
目
負
担
が
著
し
く
軽
減
さ
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら

規
定
そ
の
も
の
は
い
っ
そ
う
整
備
さ
れ
体
系
化
さ
れ
る
に
五
っ
た
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、

ち
承
応
元
年
八
月
廿
五
日
付
の
「
軍
役
」
規
定
を
示
せ
ば
左
の
よ
う
に
な
る
。

＠
 

一
山
山
陣
之
刻
、
手
前
人
数
都
合
之
儀
は
、

「
烏
ノ
子
御
帳
」
第
三
巻
か
ら
慶
安
五
年
す
な
わ

公
儀
如
御
役
儀
、
百
弐
拾
五
石
ニ
四
人
投
ニ
可
召
述
事

一
今
度
定
置
候
一
備
宛
之
役
目
人
数
之
外
、
兵
根
相
渡
間
敷
事

〈
鍋
島
直
飽
》
門
鍋
島
直
量
〉
〔
鍋
島
直
樹
V

一
加
賀
守
・
甲
斐
守
・
和
泉
守
江
戸
相
詰
候
ニ
付
而
、
無
役
－
一
相
定
候

但
、
出
陣
之
時
は
可
為
半
役
、
其
身
罷
在
候
時
は
、
本
役
人
数
可
召
辿
事

〔
村
田
民
久
〉

一
伊
平
太
在
江
戸
付
而
、
可
為
無
役
事

J
知
行
百
廿
五
石
ニ
付
、
軍
役
六
人
ニ
相
定
事

。一知行
弐
百
五
拾
石
ニ
付
、
役
目
道
具
、
鉄
砲
右
挺
・
弓
一
張
・
鎚
也
本
宛
之
事

佐
賀
滞
家
巨
団
の
構
造
同
（
黒
田
）

七
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賀
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付
、
七
行
五
拾
石
ぷ
内
ハ
、
弓
之
代
ニ
鉄
胞
可
持
事

一
知
行
百
廿
五
石
ニ
付
町
、
鍬
壱
具
宛
可
持
事

＠
 

一
知
行
百
廿
五
石
ぷ
可
乗
馬
事

品
一
又
内
馬
乗
之
儀
、
六
百
廿
五
石
ニ
壱
氾
宛
之
可
為
役
目
事

θ
 

一
馬
乗
之
主
従
、
知
行
百
廿
五
石
之
内
ハ
、
八
人
た
る
へ
き
事

①
 一

知
行
百
七
拾
五
石
之
内
、
百
廿
五
石
迄
は
主
従
十
人
た
る
へ
き
事

⑤
 一

知
行
弐
百
五
拾
石
之
内
、
百
七
拾
五
石
迄
ハ
主
従
十
二
人
た
る
へ
き
事

⑪
 一

知
行
弐
百
五
十
石
ぷ
上
は
、
本
役
た
る
へ
き
事

⑧
 一

物
頭
ハ
小
身
た
り
共
、
主
従
十
三
人
を
下
ニ
〆
可
召
連
事

付
、
物
頭
は
小
身
ニ
而
も
、
鉄
地
壱
挺
・
弓
壱
張
・
鎚
一
本
可
為

一
昇
数
、
小
馬
廻
迄
ハ
三
十
弐
本
、
大
馬
廻
回
顧
ニ
廿
木
、
加
賀
守
・
甲
斐
守
ハ
廿
本
、
其
外
ハ
大
仙
ハ
十
五
本
、
小
備
ハ
十
本
宛
た

る
へ
き
事

但
、
昇
長
サ
か
ね
の
拾
弐
尺
五
寸
、
横
絹
二
は
h
半
お
り
か
け
ニ
〆
、
す
ち
か
ひ
白
ミ
を
上
ニ
、
黒
ミ
の
色
か
ち
ん
、
其
内
ニ
一

備
宛
之
目
印
好
ミ
た
る
へ
し

一
役
目
欽
抱
す
は
い
、

一
職
三
刃
玉
た
る
へ
く
候
、
如
右
相
定
候
儀
ハ
、
急
成
時
玉
之
大
小
候
ハ
ヘ
役
ニ
不
立
儀
可
有
之
候
、
招
又

役
目
玉
薬
三
百
放
之
外
、
俄
之
節
ハ
不
足
次
蔵
入
よ
り
相
渡
候
時
之
為
也
、
す
は
い
相
違
之
筒
ハ
、
玉
薬
手
前
切
ニ
格
設
可
仕
事

一
役
目
鉄
抱
一
肩
一
ニ
懸
候
て
も
働
候
様
－
一
如
馬
廻
之
排
可
仕
事

一
役
目
弓
何
も
誘
弓
ニ
仕
、
長
サ
七
尺
三
寸
可
仕
事

但
、
長
サ
相
定
候
儀
ハ
、
自
然
之
刻
、
替
張
之
た
め
如
是
侯
事



一
役
目
弓
ハ
、

一
職
飯
本

ω
こ
と
く
揃
候
椴
ニ
可
仕
事

但
、
心
次
第
ニ
空
秘
は
不
苦
伎
一
挙

一
鉄
抱
さ
し
弐
本
、
し
な
ひ
長
サ
か
ね
之
四
尺
三
寸
、
横
絹
一
幅
地
白
、
紋
ハ
黒
色
ニ
而
も
赤
色
ニ
而
も
一
組
／
＼
好
ミ

一
弓
之
者
は
指
物
な
し

一
鉄
均
之
者
二
円
、
巾
－

H
ハ
け
心
・
辺
収
・
半
稲
子
・
股
引
・
脚
紳
可
山
有
事

一
弓
之
者
ニ
は
、
具
足
・
道
服
・
弓
・
能
手
・
股
引
斗
可
着
事

右
四
ケ
条
ハ
、
弐
千
五
百
石
ぷ
上
之
役
目
也

一
道
行
之
時
、
弓
・
欽
地
・
鎚
之
者
へ
一
級
ニ
道
服
可
着
、
色
ハ
濃
浅
黄
、
紋
ハ
白
丸
、
大
サ
か
ね
の
さ
し
渡
シ
一
尺
三
寸
た
る
へ
き

Jj 

但
、
知
行
五
百
石
井
ρ
上
之
役
目
也

一
役
目
鎚
誘
之
義
、
柄
さ
や
共
長
サ
弐
間
三
尺
、

さ
や
壱
尺
ニ
メ
、
烏
毛
鵜
の
く
ひ
壱
尺
五
す
思
塗
可
仕
事

一
小
道
具
之
釦
数
之
引
、
知
行
相
当
ニ
可
然
候
、
千
弐
百
五
十
石
ぷ
内
之
者
、
三
本
を
上
ニ
メ
、

一
二
本
之
間
ニ
相
定
侠
、
其
外
ハ
皆

具
之
鎚
た
る
へ
し

一
知
行
弐
千
五
百
石
ぷ
上
ハ
、
小
道
具
之
弓
・
鉄
抱
ハ
役
目
之
外
相
定
、
弐
千
五
百
石
井
ρ
内
之
者
ハ
、
右
之
小
道
具
役
目
内
ニ
可
仕
事

刊
、
小
道
具
之
弓
・
欽
灼
之
数
ハ
、
我
々
勝
手
次
第
た
る
へ
し

一
惣
番
さ
し
物
ハ
、
金

ω三
本
宮
蒲
た
る
へ
き
事

但
、
本
の
こ
と
く

一
左
ニ
県
母
衣
八
ツ
、
金
之
半
日
足
之
持
物
十
ヲ
、
右
ニ
あ
か
ね
母
衣
八
ツ
、
金
之
半
日
足
十
ヲ
半
日
足
之
長
サ
中
弐
尺
六
寸
、
次
第

お
と
り
ニ
し
て
両
端
弐
尺
、
但
、
本
の
こ
と
く

佐
賀
滞
米
民
間
の
構
造
国
（
黒
田
）

七
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⑧
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＠
 

③
 

割
高
回
線

4漏
出
!
B
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軍
事
現
百
（
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第
15
表

軍
役

規
定

の
推

移
と

そ
の

比
較

｜
主

要
な

項
目

｜
φ

別
1
7
年

10
月

｜
⑥

寛
永

5
年

同
｜

＠
寛

永
16
年

6
月

｜
＠

寛
永

叫
3
月

｜
③

慶
安

5
年

s
n

幕
府

規
定

一
一

100
石

4
人

100
石

4
人

軍
役

人
数

100
石

6
人

2
0
0
石

6
人

100
石

5
人

100
石

6
人

役
目

道
具

100
石

200
石

200
石

200
石

'.ili1 
馬

－－ 
一

100
石
ぷ

100
石
ぷ

又
内

馬
釆

3001--1 
600:[i 

600
石

500
石

馬
＊

主
従

8
人

一
一

100
石
之
内

100
石
之
内

馬
乗

主
従

10人
一

200
石

之
内

100
石

迄
150

石
之

内
100

石
迄

馬
釆

主
従

12人
一

200
石
之
内

1s0Ti
迄

本
役

一
一

2
5
0
石

ぷ
上

200
毛
i5

上

物
頭

主
従
13
人

主
従
13
人

馬
三
L

飼
60
石
6
上

120
石

ぷ
上

100
石

ぷ
上

100
石

ぷ
上

番
馬

60
石
2

内
一

100
石
ぷ
内

〔
備
考
〕

く
〉
印
は
物
成
高

O
印

は
知

行
商

〔
出
典
〕
~
元
和

7
年

10月
12
日
「
惣
役
目
」

（
仮
題
「
従
直
茂
公
勝
茂
公
之
御
判
物
」
所
以
）

⑧
寛

永
5
年

霜
月

朔
日

「
惣

役
目
J

（
『
長
崎
県
史
・
史
料
編
』
第
二
巻
所
収
）

＠
寛

永
16
年

6
月
「
勝
茂
公
軍
役
御
定
之
御
傍
目
」

（
「
元
茂
公
御
年
譜
J
;fr

之
八
所
以
）

⑨
寛

永
18年

3
月

5
日
「
軍
役
」

（
「
肥
陽
！
日
：
章
録
」
所
収
）

＠
慶

安
5
年

8
月

22
日
「
軍
役
J

（
烏
ノ
子
御
帳
問
」
所
収
）

125石
4
人

125
石

6
人

250
石

125
石
ぷ

625
石

125
石
之
内

175
石
之
内

125
石

迄

250
石
之
内

175
石

迄

250
石

ぷ
上

主
従

1
3人

125石
ぷ

上

125
石
ぷ
内



慶安五年佐賀藩負担軍役

＼＼仲｛i§iI醐｜詰
弓｜役目｜鎚（間鎚｜旗（役回

直弓 直鑓 直昇

引挺｛ l, 5961 張｛ 1,352 本j1,689 100 
佐賀藩 208 2, 886 2, 042 2,039 

406 1,290 690 350 82 

幕府規定｜ 607 1,250 214 428 71 

過 上｜ 241 1,636 1,828 1,611 111 

第16表

佐
賀
藩
家
臣
団
の
構
造
国
（
黒
田
）

（第10巻中〉による

付
、
母
衣
の
だ
し
ハ
、
我
々
好
、
、

一
鉄
飽
袋
之
事
、
持
筒
ハ
狸
々
皮
た
る
へ
し
、
此
外
役
目
鉄
抱
ニ
も
狸
々
皮
袋
之
儀
、
我

々
心
次
第
可
仕
事

一
遠
路
之
時
は
、
役
目
鉄
抱
一
挺
ニ
玉
薬
三
百
放
宛
た
る
へ
き
事

付
、
近
国
之
時
は
玉
薬
手
前
切
た
る
へ
し

但
、
長
陣
之
刻
ハ
不
足
次
可
相
渡
事

一
遠
路
之
時
ハ
、
役
目
弓
一
張
ニ
金
根
之
矢
三
十
本
宛
た
る
へ
き
事

付
、
近
国
之
時
は
矢
手
前
切
た
る
へ
し
、
但
、
長
陣
立
之
刻
ハ
不
足
次
可
相
渡
事

③
 一

知
行
百
廿
五
石
8
上
之
者
、
不
断
馬
を
可
立
飼
事

⑦
 一

知
行
百
廿
五
石
S
内
、
馬
乗
定
置
侠
者
ハ
、
馬
具
手
前
ぷ
可
相
調
置
供
、
其
時
は
応
は

「鍋島勝茂公諮考補」

蔵
入
可
ぷ
乗
事

右
条
々
、
諸
道
具
誘
侠
儀
、
知
行
相
当
／
＼
可
相
誘
事

第
一
六
表
は
右
の
軍
役
令
の
主
要
部
分
を
元
和
七
年
十
月
の
「
惣
役
目
」
・
寛
永
五
年
十

・
寛
永
十
六
年
六
月
の
「
軍
役
」
・
寛
永
十
八
年
三
月
の
「
軍
役
」
規

一
月
の
「
惣
役
目
」

定
と
対
比
し
て
、
そ
の
相
違
と
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
安
五
年
K
至

り
、
役
目
高
の
基
準
は
知
行
一

O
O石
よ
り
一
二
五
石
と
さ
れ
、
ま
た
役
目
道
具
の
そ
れ
も

知
行
二

O
O石
で
あ
っ
た
も
の
が
一
段
と
緩
和
さ
れ
て
二
五

O
右
以
上
が
本
役
と
改
訂
さ
れ

て
お
り
、
軍
役
量
は
寛
永
期
よ
り
全
般
的
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
役
目
道
具
の
軽

こ
と
に
知
行
二
五

O
右
未
満
の
家
中
に
対
す
る
軽
減
の
大
き
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
軍
役
量
が
慶
安
期
に
至
り
総
体
と
し
て
緩
和
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
依
然
と

減

七
五



佐
賀
滞
家
陀
同
の
構
造
臼
（
黒
田
）

戸じ
ー」
ノ、

し
て
幕
府
の
規
定
を
う
わ
ま
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
佐
賀
藩
の
公
称
朱
印
高
三
五
万
七
、

O
三
六
石
余
に
対
し

て
幕
府
の
軍
役
規
定
は
一

O
万
石
に
つ
き
馬
上
一
七

O
騎
・
鉄
泡
三
五

O
挺
・
弓
六

O
張
・
鎚
一
五

O
本
・
旗
ニ

O
本
で
あ
っ
て
、

そ
の

三
、
五
七
倍
で
あ
る
べ
き
佐
賀
落
の
軍
役
量
は
実
際
は
幕
府
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
過
重
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

（
第
一
六
表
参

耳
目

J
o

nu
れ、そ

こ
で
次
節
で
さ
ら
に
祁
与

ω内
部
構
成
を
示
す
与
着
刊
帳
の
う
ち
、
承
応
元
年
続
月
朔
日
付
の
「
鍋
島
山
城
守
与
着
到
」
を
検
討
し

て
与
の
内
部
構
成
を
確
定
し
、

つ
い
で
軍
役
負
担
の
基
本
的
あ
り
方
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

(4) 

与
の
内
部
構
成
と
箪
役
負
担

鍋
島
山
城
守
は
勝
茂

ω八
男
直
弘
の
こ
と
で
、
は
じ
め
譜
代
の
重
臣
成
富
兵
庫
助
茂
安
の
養
子
と
な
っ
て
成
富
氏
を
称
し
て
い
た
が
、

寛
永
十
年
成
富
家
の
知
行
の
う
ち
一
、

0
0
0石
を
分
地
さ
れ
て
一
家
を
創
設
し
た
。
寛
永
十
九
年
の
「
御
国
惣
万
帳
」
の
三
位
に
成
富

山
城
守
直
弘
知
行
六
、

0
0
0石
、
ま
た
明
暦
二
年
の
「
泰
盛
院
総
御
印
帳
」
の
三
位
に
鍋
島
山
城
守
知
行
九
、

O
二
五
石
と
あ
り
、
そ

ω後
正
保
一
一
平
鍋
品
姓
に
復
し
て
一
門
に
列
し
た
。
い
わ
ゆ
る
白
石
鍋
品
家
で
あ
る
。
直
弘
は
「
鍋
島
山
城
家
本
即
」
に
「
勝
茂
公
有
馬

御
帰
陣
後
被
感
直
弘
軍
功
、
於
石
動
村
五
百
石
加
増
、
其
後
段
々
加
増
」
と
あ
り
、
ま
た
「
成
富
家
譜
」
に
「
御
馬
廻
り
ノ
与
被
相
付
、

与
人
数
手
明
鎚
井
足
軽
迄
惣
与
々
人
柄
ヲ
撰
ミ
抜
人
一
一
テ
被
仰
付
ケ
リ
、

御
当
家
御
軍
備
之
儀
、
皆
以
直
弘
公
ノ
御
支
配
」
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
勝
茂
の
信
任
を
受
け
て
寛
永
十
九
年
に
は
成
富
茂
安
の
・
米
督
を
つ
い
で
い
た
成
富
十
右
衛
門
長
利
の
率
い
る
馬
廻
り
の
大

与
を
つ
け
ら
れ
て
大
与
碩
と
な
り
、
以
後
一
円
の
神
代
対
馬
守
常
親
に
か
わ
っ
て
「
馬
廻
一
職
存
」
、
す
な
わ
ち
直
属
家
臣
団
を
統
轄
す

る
頭
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
与
は
「
与
中
役
目
」
、
す
な
わ
ち
藩
が
規
定
し
た
軍
役
を
負
担
す
る
直
参
の
侍
と
そ
の
又
家
中
、
さ
ら
に
は
藩
が
与
力
と
し
て

付
し
た
手
間
制
・
長
柄
制
・
弓
欽
胞
昇
之
者
な
ど
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
切
米
収
の
小
身
の

J

米
中
で
あ
る
手
明
鎚
・
長
柄



鎚
・
弓
欽
惚
昇
之
者
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
小
組
を
構
成
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
直
参
の
知
行
取
の
侍
が
物
頭
と
し
て
統
轄
し
て
い
た
。

馬
上

拾
壱
騎
内
又
馬
十
五
ど

一
物
頭
馬
上

-1.. 
／＼ 
IF.＂、
吋，J

一
手
明
鎚

t
A口
L

、

三
ナ
斗
j
J
j
tノ

一
鉄
砲

三
拾
挺

2, 
:J 

三
拾
張

昇

J合
本

物

頭

一
手
明
鎚
九
人

一
手
明
鎚
弐
拾
人

山
城
守
存

由
江
大
路
克

一
一
欽
抱
拾
五
挺

土
肥
惣
左
衛
門
尉

一
一
鉄
胞
拾
五
挺

成
富
権
右
衛
門
尉

一
弓
拾
五
張

1

1

；：：
I
J
J
 

什
守
山
判
斗
」
向
州
，
fhμ

偽
神
間
十
早
肌

一
弓
拾
五
張

中
山
忠
右
術
門
尉

馬

上

（
こ
の
間
、
鍋
島
山
城
守
以
下
仲
二
二
名
の
氏
名
と
そ
の
知
行
商
・
役
目
に
つ
い
て
は
省
略
・
〈
郊
十
七
表
参
照
〉
）

佐
賀
藩
家
臣
聞
の
構
造
問
（
黒
旧
）

七
七



佐川
U
ハ
ル
治
家
出
団
の
構
造
国
（
黒
則
）

主
従
三
人
宛

手
明
鎚

（
こ
の
問
、
山
城
守
存
と
鹿
江
大
膳
亮
組
の
手
明
鑓
の
氏
名
省
略
）

都
合
知
行
也
万
八
千
三
百
六
石
七
斗
五
升

切
米
八
百
拾
石

内
切
米
五
拾
弐
石

侍
三
人
分

切
米
四
百
弐
拾
八
石

手
明
鑓
廿
九
人
分

切
米
百
六
拾
五
石

鉄
泡
三
十
人
分

弓
三
拾
人
分

切
米
百
六
拾
五
石

右
合
人
数
千
八
拾
四
人

内
分
過
五
拾
人

内

鉄
抱
百
拾
壱
挺

内
直
筒
三
十
挺
・
役
目
筒
八
拾
壱
挺
・
玉
薬
三
万
七
千
三
百
放

内
直
弓
三
拾
張
・
役
目
弓
六
拾
六
張
・
鉄
根
矢
三
千
四
百
八
拾
木

弓
九
拾
六
張

鑓
七
拾
八
本

役
目

手
明
鎚
廿
九
人

役
目

昇
拾
本

役
目

鍬
百
四
拾
弐
具

役
目

応
三
拾
七
疋

内
役
目
馬
拾
三
疋
・
番
馬
九
疋
・
又
馬
拾
五
疋

右
組
内
之
儀
、
如
眼
叩
胃
共
諸
役
儀
弁
諸
法
度
以
下
無
緩
様
念
を
入
可
被
申
付
者
也

七
J¥ 



第
17
表

鍋
島

山
城

守
与

の
侍

と
そ

の
役

負
担

番号｜
氏

名
｜知

I
1

 
j・ 
（
切
米
）
｜
欽
胞
｜

弓
｜
鎚
｜
鍬
｜
？
話
｜
又
馬
｜
合
主
従
（
役
目
・
畑
）
｜

①
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

12 

13 

14 

15 

16 

⑬
 

⑬
 

＠
 

＠
 

＠
 ｜

 
｜

 
｜

嗣
程

｜
創

尽
I

IFI 
IFI

人
｜
 

fi'!,¥.''.1 
111 

主
主
守

8,650 
3
6
 

3
4
 

3
4
 

成／
J

卜
右

衛
門

2,550 
11 

10 
10 

IiiLt: 
υf

端
正
佐

1,050 
5

 
4

 
4

 

｛主
Tf

：
｛
；
衛
門
佐

1,035 
4

 
4

 
4

 

小
lm

 i京
三

郎
900 

4
 

4
 

3
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承
応
元
年
極
月
朔
月

鍋
島
山
城
守
殿

す
な
わ
ち
、
鍋
島
山
城
守
与
に
つ
け
ら
れ
た
手
明
鎚
と
弓
鉄
砲
之
者
は
そ
れ
ぞ
れ
二
分
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
手
明
鎚
の
一
組
は
知
行

て

O
九
六
石
二
斗
五
升
の
鹿
江
大
川
仙
台
目
が
率
い
、
他
は
鍋
島
山
城
守
自
ら
が
統
率
し
た
。
同
様
に
弓
鉄
抱
之
者
も
そ
れ
ぞ
れ
一
五
名
づ

っ
こ
組
に
分
割
さ
れ
、
鉄
抱
之
者
は
知
行
七
七
五
石
の
土
肥
惣
左
衛
門
尉
と
知
行
一
一
五
石
の
成
富
権
右
衛
門
尉
が
、
ま
た
弓
之
者
は
知

行
二

O
O石
の
中
野
七
郎
右
衛
門
と
知
行
一
三
六
石
二
斗
五
升
の
中
島
忠
右
衛
門
尉
が
物
頭
と
な
っ
て
率
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
藩

は
手
明
鎚
廿
九
人
分
の
切
米
四
二
八
石
に
加
え
て
鉄
抱
之
者
三

O
人
分
の
切
米
一
六
五
石
と
弓
之
者
三

O
人
分
の
切
米
一
六
五
石
を
与
頭

に
支
給
す
る
と
と
も
に
、
務
所
有

ω鉄
胞
と
弓
で
あ
る
直
筒
三

O
挺
と
直
弓
三

O
張
を
物
頭
に
預
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
手
明
鎚
と
長
柄

鑓
・
弓
鉄
焔
昇
之
者
は
与
構
成
の
中
核
を
な
す
個
々
の
侍
の
知
行
高
の
多
少
に
比
例
し
て
、
す
な
わ
ち
与
頭
を
は
じ
め
と
す
る
侍
が
そ
れ

ぞ
れ
の
知
行
高
に
応
じ
て
負
担
す
る
軍
役
の
内
容
、
と
り
わ
け
役
目
道
具
で
あ
る
鉄
焔
・
弓
・
鑓
の
員
数
が
考
慮
さ
れ
て
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
各
与
の
軍
役
負
組
力
を
強
他
す
る
措
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
第
一
七
表
は
鍋
島
山
城
守
与
の
伴
の
知
行
高
と
そ
の
役
負
担
の
内
容
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
慶
安
五
年
八
月
の
軍
役
規
定
に

は
知
行
一
二
五
石
が
軍
役
賦
課
の
基
準
と
さ
れ
、
知
行
一
二
五
石
に
つ
き
役
目
（
軍
役
）
人
数
六
人
、
ま
た
役
目
道
具
は
知
行
二
五

O
石

さ
ら
に
知
行
一
五

O
石
以
上
の
侍
に
は
馬
立
飼
を
、

〈

同

）

措
置
、
す
な
わ
ち
馬
具
の
み
を
用
意
さ
せ
て
馬
は
藩
が
宛
う
乙
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
鍋
島
山
城
守

ω叫
合
、

に
つ
き
鉄
抱
一
挺
・
弓
一
張
・
鎚
一
本
と
あ
り
、

一
二
五
石
未
満
の
侍
に
は
務
馬

ω

そ
の
知
行
高
八
、
六
五

O
石
が
役
目
道
具
の
基
準
高
二
五

O
石
の
三
四
倍
、
ま
た
役
目
人
数
の
基
準
高
一
二
五
石
の
六
九
倍
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
役
目
道
具
に
つ
い
て
は
欽
胞
三
四
挺
・
弓
三
四
張
・
鎚
三
四
本
と
さ
れ
、
役
目
人
数
も
六
九
倍
の
四
一
五
人
と
算
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
但
し
鉄
胞
に
つ
い
て
は
与
着
到
に
は
三
六
挺
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
役
目
外
の
小
道
具
の
鉄
胞
二
挺
が
合
算
さ
れ

た
数
字
で
あ
ろ
う
。

（
未
完
）



円註】
（
1
）
山
口
啓
二
「
落
体
制
の
形
成
」

（2
）
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
。

（
3
）
「
大
組
頭
次
第
全
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

（4
）
「
御
家
由
来
」
（
佐
賀
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
「
小
城
文
庫
」
）
。

（5
）
「
一
苅
茂
公
御
年
譜
」
巻
之
三
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

（6
）
「
長
崎
県
史
・
史
料
編
』
第
二
巻
七
七
O
｜
七
七
一
頁
。

（7
）
「
鍋
島
勝
茂
惣
仕
置
書
立
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編
第
一

O
巻
三
八
一
ー
ー
三
八
三
頁
）
。

（
8
）
「
多
久
茂
辰
覚
書
」
（
右
同
三
八
五
｜
三
八
七
頁
）
。

（9
）
「
肥
陽
旧
章
録
」
（
佐
賀
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
「
小
城
文
庫
」
）
。

（
叩
）
「
元
茂
公
御
年
譜
」
巻
之
八
。

（
日
）
「
鍋
島
勝
茂
書
状
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編
第
一
四
巻
一
五
七
｜
ニ
ハ
一
頁
）
。

（
ロ
）
「
多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
」
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
。

（
臼
）
「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
古
文
書
編
第
一

O
巻
三
九
二
｜
三
九
七
頁
）
。

（M
）
「
多
久
家
有
之
候
御
書
物
写
」
。

（
日
）
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
「
御
親
類
系
図
」
所
収
。

（
凶
）
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
。

（
口
）
切
米
取
の
小
身
の
家
中
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
元
和
七
年
十
月
十
二
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
頭
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
達
せ
ら
れ
て
い
る
（
『
長
崎
県

史
・
史
料
編
』
第
二
巻
七
五
二
｜
七
五
三
頁
）
。

一
弓
・
鉄
焔
之
者
、
公
儀
御
普
請
之
時
は
三
部
二
可
差
上
事

付
、
前
致
身
労
、
令
年
寄
侯
者
ハ
、
其
親
子
間
を
す
へ
替
可
申
事

一
米
安
石
取
之
弓
・
鉄
焔
之
者
ハ
、
諸
役
儀
差
除
、
出
陣
井
城
番
可
申
付
事

一
弓
・
鉄
焔
・
昇
・
鑓
与
頭
、
自
然
其
身
差
合
侯
時
之
名
代
、
惜
成
者
を
兼
而
相
定
可
召
霞
事

一
弓
之
儀
、
代
銀
ニ
而
与
頭
江
可
相
渡
侯
問
、
其
仁
／
＼
之
手
ニ
合
侯
様
－
一
可
申
付
事
、
但
、
そ
こ
ね
候
共
、
重
而
相
渡
間
敷
事

（
『
幕
藩
制
成
立
史
の
研
究
』
二
三
五
頁
）
。

佐
賀
滞
家
臣
団
の
構
造
国
（
黒
田
）

J¥ 



佐
引
法
山
本
町
聞
の
構
造
伺
（
黒
川
）

J¥ 

付
、
弓
之
務
、
小
糸
巻
ニ
〆
七
所
と
う
、
長
サ
七
尺
五
寸

一
今
度
相
改
候
与
付
之
者
、
私
ニ
置
替
問
敷
事

什
、
与
付
切
米
取
之
者
、
人
数
致
不
足
、
私
之
者
名
代
ニ
定
置
儀
可
為
停
止
事

一
切
米
取
は
、
為
与
頭
其
仁
を
能
相
究
、
切
米
や
り
く
り
仕
可
相
渡
事

一
諸
与
之
者
へ
切
米
渡
候
時
分
ハ
、
早
・
中
・
晩
代
官
取
納
仕
次
第
、
早
速
可
相
波
事

（
時
）
府
立
飼
の
あ
り
方
は
、
寛
永
十
一
年
二
月
五
日
付
の
鍋
島
勝
茂
よ
り
鍋
島
加
賀
守
・
諌
円
十
凱
以
前
守
宛
の
「
家
中
町
内
究
之
党
」

所
蔵
「
直
茂
公
・
勝
茂
公
・
光
茂
公
御
代
御
書
物
写
」
所
収
）
に
よ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
役
目
馬
之
事

一
役
目
馬
、
知
行
百
廿
石
よ
り
一
疋
宛
之
事

一
又
馬
之
儀
、
馬
姐
井
諸
組
童
話
行
千
弐
百
石
よ
り
一
疋
宛
之
事

仰
い
、
千
弐
一
白
石
d
X馬
壱
疋
－
一
相
定
伎
、
午
去
千
石
よ
り
ハ
其
身
之
防
共
－
一
一
一
足
山
ス
ヘ
シ
、
千
一
九
円
け
一
泊
よ
り
は
災
身
之
町
内
共
－
一
一
一
一
足

差
出
侯
様
ニ
可
然
候
、
是
は
千
弐
百
石
よ
り
内
ハ
六
部
半
よ
り
出
ル
、
千
弐
百
石
よ
り
上
は
五
郎
之
上
よ
り
山
ル
積
－
一
供
、
無
足
之

子
共
馬
乗
侯
て
罷
出
候
ハ
ヘ
尤
又
馬
之
数
ニ
A
H
す
へ
き
事

一
高
知
行
又
内
之
馬
ハ
、
六
百
石
よ
り
一
疋
宛
之
事

付
、
右
之
こ
と
く
知
行
切
之
上
ニ
余
リ
候
石
積
於
有
之
ハ
、
馬
廻
諸
組
よ
り
之
又
馬
出
候
様
と
同
前
た
る
へ
し

一
紀
伊
守
・
孫
平
太
、
在
江
戸
中
ニ
付
而
半
役
た
る
へ
き
事

一
分
過
馬
之
事

一
役
目
之
外
ニ
、
或
ハ
無
足
之
子
共
、
或
ハ
内
之
者
－
一
不
断
馬
を
立
飼
侯
而
塑
居
候
者
ハ
、
分
過
た
る
へ
し

一
番
馬
之
事

一
馬
廻
井
諸
与
知
行
百
廿
一
A
2内
之
者
、
知
行
切
米
ニ
よ
ら
す
馬
具
は
其
身
／
＼
手
前
ぷ
誘
賀
、

由
申
候
者
ハ
、
番
馬
た
る
へ
し

一
馳
走
馬
之
事

一
知
行
百
廿
石
よ
り
内
之
者
、
知
行
切
米
－
一
よ
ら
す
役
什
馬
、
分
過
馬
之
外
一
一
自
然
之
時
は
、

市
候
者
は
、
馳
走
馬
た
る
へ
し

（
佐
賀
県
交
凶
書
館

自
然
」
／
節
は
十
れ
よ
り
応
を
相
波
乗
せ
可
巾

鳥
井
町
川
口
パ
其
身
／
＼
手
前
ぷ
相
誘
乗
可
巾
由



一
少
身
馬
之
事

一
馬
廻
井
諸
与
知
行
百
弐
拾
石
井
ρ
内
之
者
、
知
行
切
米
ニ
よ
ら
す
不
断
馬
を
立
飼
候
者
ハ
、
少
身
烏
た
る
へ
し

一
馬
究
之
刻
、
分
過
馬
・
番
馬
ニ
乗
侯
者
・
馳
走
馬
・
少
身
、
此
四
ケ
条
之
内
、
当
究
之
節
前
究
ニ
相
ち
か
ひ
、
馬
持
候
者
不
持
者
可
有
之
侯

問
、
究
之
皮
毎
ニ
、
右
書
分
之
A
口
を
其
時
々
有
様
－
一
付
出
し
可
申
事

一
又
内
ニ
番
馬
相
渡
侯
儀
、
有
間
敷
事

一
高
知
行
取
之
又
馬
ニ
、
或
ハ
馳
走
馬
・
番
馬
な
と
と
付
出
候
と
も
、
役
目
之
外
ハ
何
も
分
過
之
条
、
其
通
ニ
付
可
申
事

一
惣
家
中
馬
一
年
ニ
両
度
宛
可
相
究
事

一
遠
所
又
内
之
馬
ハ
、
一
年
－
二
度
ツ
弘
之
事

但
、
改
様
口
上

右
両
条
、
時
分
不
相
定
γ

小
計
可
相
改
事

一
一
均
上
中
下
究
機
之
事

但
、
知
行
相
当
之
上
中
下
た
る
へ
し
、
中
之
馬
ニ
而
も
、
馬
数
寄
い
た
し
能
持
候
者
ハ
上
之
馬
－
一
可
付
事

一
又
家
中
役
目
馬
井
分
過
馬
之
数
－
一
合
せ
、
乗
手
之
交
名
よ
り
取
侯
て
、
其
方
手
前
ニ
可
召
置
事

一
馬
廻
井
諸
与
之
内
、
番
馬
ニ
乗
候
者
又
は
分
過
馬
・
馳
走
馬
、
乗
手
之
交
名
一
与
／
＼
よ
り
取
侯
て
、
其
手
前
－
一
可
召
置
事

付
、
番
馬
之
名
付
就
中
可
念
入
候
、
其
故
ハ
俄
之
刻
、
馬
相
渡
候
時
之
為
ニ
候
間
申
事
ニ
候

一
か
り
馬
差
出
候
儀
能
可
相
改
事

一
毎
年
馬
之
上
中
下
井
前
馬
持
候
者
之
不
持
者
、
又
前
不
持
者
之
今
馬
致
覚
悟
之
者
、
其
外
馬
之
年
以
下
迄
念
を
入
可
相
改
事

一
手
明
鑓
之
者
井
弓
鉄
焔
之
者
ニ
馬
持
候
共
、
先
様
相
究
開
敷
事

付
、
手
前
成
次
第
－
一
馬
を
乗
候
へ
は
、
無
璃
次
回
一
龍
成
候
条
不
及
相
改
候
、
自
然
之
時
は
、
到
其
節
見
合
可
申
付
候
問
、
其
心
得
可
申
事

一
領
中
駄
賃
馬
数
井
上
中
下
、
毎
年
一
度
ツ
』
改
可
申
事

付
、
前
馬
持
之
者
之
不
持
者
、
又
前
不
持
者
之
今
馬
致
覚
悟
候
者
、
其
外
馬
之
年
以
下
迄
念
を
入
可
相
改
事

一
右
銘
々
相
改
候
帳
面
弁
大
目
安
相
副
、
我
等
上
方
逗
留
之
時
た
り
共
、
其
時
々
ニ
可
差
上
事

右
之
条
々
能
令
合
点
、
書
面
－
一
無
途
却
様
毎
年
可
相
改
者
也

佐
賀
旅
山
本
臣
団
の
構
造
国
（
黒
田
）
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